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（２） 転換期を迎えた千葉県の水道             

 

これまで千葉県民の資産・財産として築き上げられた水道も、その取り巻く環境の変

化から大きな転換期を迎えようとしています。 

 

これまで増加を続けてきた給水人口は、今後は大幅な増加が期待できないだけでなく、

超長期的には減少も予想されます。一方、これまで築き上げてきた水道施設を順次更

新・再構築することが必要な時期を迎えようとしています。 

創設・拡張期と異なり更新･再構築期においては、投資を行っても給水人口や給水量

が増加するものでなく、将来の料金収入の自然増に基づく経営は期待できません。また、

給水人口の減少や市街地の縮小にも適応した計画的な再投資を行うことが必要となり

ます。未普及地域についても、給水密度が低く事業の採算性が必ずしも確保できないと

予想される地域も多いことから、これまで以上に合理的な施設整備を図らなければなり

ません。 

また、団塊世代の大量退職を前に、水道職員の高齢化が進んでいます。特に技術職の 

職員の約半数が５０歳以上であり、これまで水道技術を支えたこれらの職員が近い将来

定年退職を迎える中、技術の承継を図っていく必要があります。 

千葉県の水道は、このような時代の変化に対応し、これまで築き上げた水道の水準を

次世代へと引き継いでいかなければなりません。 

 

それにもまして、これからの水道には、より高いニーズに対応していくことも求めら

れます。これからの千葉県の水道には、必ずしも良好とは言えない水源水質の中で、臭

気物質等の新たな水質基準へ的確に対応し、おいしい水を供給するために、これまで以

上に水質管理を強化することが求められ、また、地震をはじめとする自然災害や事故等

の緊急時への対策を強化していくこと等が求められています。 

 

千葉県の水道事業体は、水源確保に不利であるために、高額な投資的経費等により、

既に厳しい経営を強いられています。新しい時代を迎えるにあたり、これまでの水道の

水準を維持し、かつ今後求められる新しいニーズにも対応していくためには、より抜本

的に経営基盤を強化していくことが必要となります。 

 

こうした転換期の中、千葉県の水道には２１世紀にふさわしい県民の財産へと発展す

ることが求められています。 


